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シシュュロローーダダーー  
厳厳選選ググロローースス・・ジジャャパパンン  

第27期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2023年９月11日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー厳選グロース・ジャパン」は、

2023年９月11日に第27期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2010年５月28日から2028年３月10日まで 

運 用 方 針 
信託財産の中長期的な成長を目的として
積極的な運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 
シュローダー厳選グロー
ス・ジャパン・マザーファ
ンド受益証券とします。 

シュローダー 
厳選グロース・ 
ジ ャ パ ン ・ 
マザーファンド 

中長期で高い利益成長を
実現できると期待される
日本企業の株式とします。 

組 入 制 限 

当ファンドの 
シュローダー 
厳選グロース・ 
ジ ャ パ ン ・ 
マザーファンド 
組入上限比率 

制限を設けません。 

シ ュ ロ ー ダ ー 
厳 選 グ ロ ー ス ・ 
ジ ャ パ ン ・ 
マザーファンドの 
株式および外貨建 
資産の組入上限比率 

株式への投資は制限を設
けません。 
外貨建資産への投資は純
資産総額の30％以内とし
ます。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年３月10日および９月10日。
ただし当該日が休業日の場合は翌営業
日）に、利子・配当収入と売買益（評価損
益を含みます。）等から基準価額水準、市
況動向等を勘案しながら決定します。 
なお、分配を行わない場合があります。 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

23期(2021年９月10日) 32,419 0 13.6 98.8 － 490 

24期(2022年３月10日) 25,723 0 △20.7 97.7 － 371 

25期(2022年９月12日) 27,467 0 6.8 97.1 － 390 

26期(2023年３月10日) 26,686 0 △ 2.8 96.9 － 378 

27期(2023年９月11日) 29,999 0 12.4 97.8 － 420 
 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

（注） 当ファンドはベンチマークおよび参考指数はありません。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2023年３月10日 26,686 － 96.9 － 

３月末 26,624 △ 0.2 96.6 － 

４月末 27,176 1.8 96.9 － 

５月末 28,468 6.7 97.8 － 

６月末 29,834 11.8 98.2 － 

７月末 30,086 12.7 98.2 － 

８月末 29,988 12.4 98.1 － 

(期  末)     

2023年９月11日 29,999 12.4 97.8 － 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

（注） 当ファンドはベンチマークおよび参考指数はありません。 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○運用経過 (2023年３月11日～2023年９月11日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2023年３月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首26,686円でスタートした基準価額は、29,999円（分配後）で期末を迎え、期首比12.4％（分配金再投資

ベース）の上昇となりました。 

日本株式市場全般に力強い上昇となりました。一方で、割安株が強い相場が加速し、金利上昇を受けたグ

ロース株の株価調整がマイナスに影響し、基準価額は上昇したものの市場に出遅れる結果となりました。 

オフィス回帰やオフィスの移転などリニューアル需要が好調に推移し、製品値上げ効果による堅調な業績

ならびに配当性向目標の引き上げを発表したオカムラ、堅調な国内事業に加えて海外事業の底打ちによる業

績改善の期待が高まった野村総合研究所、海外製品の価格上昇効果等を背景に堅調な業績を発表し、今後も

ＰＣ更新需要の取り込みによる業績拡大への期待感が高まった大塚商会等で株価が上昇したことにより、ファ

ンドのリターンにプラスに貢献しました。一方で、グロース株の株価調整の影響に加えて、主に製造業で中国

事業の減速懸念などが大きくなり、受注動向の反転には時間を要するとの見方が強まったハーモニック・ドラ

イブ・システムズ、四半期決算の内容が弱かったＳＭＣ、人件費負担の増加に伴う利益率の低下が嫌気された

キーエンスなどで株価が弱く、マイナスに影響しました。 

 

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

 

日本株式市場は、上昇基調を維持し、2023年５月以降は外国人投資家の日本株式の買いが加速して、６月に

はバブル後 高値を更新するなど、期を通じて大幅な上昇となりました。 

2023年３月10日（現地時間）にＳＶＢ（シリコンバレーバンク）が破綻したことをきっかけに、世界的な株

安で当期は始まり、米シグネチャー・バンクの破綻などから金融不安が広がり、金融株を中心に大きく売られ

る動きとなりました。しかしながら、経営不振に陥っていたクレディ・スイスをＵＢＳが買収すると報じられ

たことや、金融危機を回避するために世界の中央銀行が協調してドル供給を強化すると発表したことを受け

て、３月後半からは信用不安が後退し、相場環境が急回復しました。その後、米国の景気減速懸念から一時的

に売られる局面もありましたが、米国の著名投資家が日本株式に対して強気な見方を示したことや、日銀の金

融緩和継続による円安の進展、そして企業業績で想定以上に堅調な本決算を受けて、市場は底堅く推移しまし

た。５月以降、堅調な企業決算に加えて、資本コストを意識した経営を求める東京証券取引所の要請を受けて、

ガバナンス改革の進展、株主還元強化の期待感から海外投資家を中心に買いが広がり、日本株式は続伸しまし

た。６月は、月初に波乱要因と懸念された米国の債務上限問題が解決に向かったことから堅調な相場が続き、

円安の流れも加速して、日経平均は33,000円台に乗せてバブル後の 高値を更新しました。７月に入って 高

値をさらに更新した後、世界景気の先行き不透明感から欧米株式市場が下落し、日本株式市場も利益確定売り

の影響もあって下落しました。しかしながら中旬以降は、米国のインフレ率が落ち着いてきたことから９月以

降の利上げ見送りが意識され、相場は上昇しました。７月末に、日銀が金融政策決定会合において、イールド

カーブ・コントロール（ＹＣＣ）政策の運用柔軟化を決定したことや、米国国債が格下げされた影響もあって

一時的に相場が混乱しましたが、日銀の金融緩和姿勢が不変であることや、それを受けた円安の進行、そして

好調な四半期決算が市場を支えました。 

 

 

 
中長期で持続的な利益成長を達成することができる競争優位性と独自の成長ドライバーを持った日本企業

を厳選したポートフォリオを構築しています。世界トップシェアで高収益かつ持続的成長が見込まれる「グ

ローバル・ニッチ・トップ」、将来のリーディング企業として今後の成長が期待される「ネクスト・リーディ

ング・カンパニー」、市場で見過ごされている株価の上昇余地が大きい「ノン・コンセンサス・グロース」と

いった特徴あるグロース企業を厳選して集中的に投資しています。 

グローバルな基準で見た競争優位性や企業独自の成長要因を重視した銘柄選択を行った結果、業種別には

「情報・通信業」、「機械」、「電気機器」等の投資配分が大きくなっています。個別の保有銘柄では、エレクト

ロニクス、ゲーム、音楽、映画、金融事業などからなる複合企業で高い成長力が期待できるソニーグループ、

ソリューション提案型の営業に強みを持つファクトリーオートメーション大手のキーエンス、世界的なエア

コンメーカーで省エネ・環境性能の高さで成長期待も強いダイキン工業、工場自動化での需要が強い空気圧機

器の世界トップメーカーであるＳＭＣ、国内 大規模の事業コンサルティング部隊に強みを有するＩＴサー

ビス大手である野村総合研究所等、40銘柄となっています。 

主な投資行動では、眼科分野での新薬パイプラインが期待できる参天製薬、ニッチ分野での主力製品の需要

拡大が期待できるフルヤ金属、賃金上昇や転職意欲の高まりなど業績恩恵が期待されるビジョナル、原材料高

の影響緩和に製品ミックスの改善による利益率の拡大が期待できるブリヂストン、価格改定による業績恩恵

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドが主要投資対象としているシュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンドの

運用について 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

が期待されるタカラスタンダードを新規に組み入れました。一方で、銘柄入れ替えを進めた結果、三菱総合研

究所、いすゞ自動車、フクシマガリレイ、トラスコ中山、サイバーエージェントを全売却としました。 

 

  

 
 

 

当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

 

収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第27期 

2023年３月11日～ 
2023年９月11日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 22,551  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

今後の日本株式市場については、長期的には強気の見方を維持しており、国内景気や企業業績は堅調です

が、短期的には米国景気の減速や中国経済の悪化など海外のリスク要因にも注意が必要だとみています。日本

企業の業績に関しては、2023年度の期初ガイダンスは営業増益予想となり、第１四半期決算において上方修正

を行う企業も見られ比較的堅調な業績推移となっています。インバウンドを含めた内需の回復、円安の恩恵な

ども背景に、足元でリビジョン指数もプラスで推移しており、半期決算に向けて上昇修正が進むことも期待さ

れます。一方で、マクロ面で各国の中央銀行による金利引き上げに伴う世界景気への悪影響が懸念される状況

は継続しており、中国経済については不動産セクターでの問題に注目が集まっています。日本株式市場のバ

リュエーション（価値評価）面では割安感が薄れていますが、市場のセンチメントの良好さや業績予想の上方

修正などが相場を下支えするものとみています。 

引き続き、独自の成長要因を持ち、中長期で高い利益成長が期待できる企業の中から、業績見通しや成長の

持続性に加えて、マクロ環境の変化に対する収益の安定性や株価バリュエーションにも留意したうえで、中長

期の視点で上昇余地が見込める銘柄への保有を増やしていく方針です。不安定な市場環境でプレミアム評価

が剥落している有望な企業にも注目して投資機会を探っていきます。今後も企業の競争優位性と長期成長ド

ライバーを重視する独自の銘柄選択基準で、グローバルで通用する高い競争力を有し、持続的・構造的な成長

要因を持ったグロース企業を厳選して集中投資して参ります。引き続き、特徴あるグロース企業を厳選した運

用ポートフォリオを構築し、長期の運用パフォーマンス向上に繋げていきたいと思います。 

 

  

分配金 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○１万口当たりの費用明細 (2023年３月11日～2023年９月11日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 231  0.806  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (112)  (0.389)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・ 運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） (112)  (0.389)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.028)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.013   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.013)   

（c） そ の 他 費 用 16   0.056   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.010)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 13)  (0.045)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001)  ・その他は、金銭信託手数料等 

 合 計 251   0.875    

期中の平均基準価額は、28,696円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
 

 

  



品 名：90020_100708_027_03_シュローダー厳選グロース・ジャパン_981790.docx 

日 時：2023/10/18 11:28:00 

ページ：7 

― 7 ― 

シュローダー厳選グロース・ジャパン 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.71％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○売買及び取引の状況 (2023年３月11日～2023年９月11日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド 368 1,654 2,267 9,943 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2023年３月11日～2023年９月11日) 

 

項 目 
当 期 

シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 121,203千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 395,358千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.30   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年３月11日～2023年９月11日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年９月11日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド 92,411 90,512 423,578 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○投資信託財産の構成 (2023年９月11日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド 423,578 100.0 

コール・ローン等、その他 63 0.0 

投資信託財産総額 423,641 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年９月11日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 423,641,485   

 シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド(評価額) 423,578,675   

 未収入金 62,810   

(B) 負債 3,524,728   

 未払解約金 62,810   

 未払信託報酬 3,238,682   

 その他未払費用 223,236   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 420,116,757   

 元本 140,041,484   

 次期繰越損益金 280,075,273   

(D) 受益権総口数 140,041,484口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 29,999円 
 

［元本増減］ 

期首元本額 141,804,804円 

期中追加設定元本額 575,307円 

期中一部解約元本額 2,338,627円 
 

○損益の状況 (2023年３月11日～2023年９月11日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 49,733,835   

 売買益 50,521,959   

 売買損 △    788,124   

(B) 信託報酬等 △  3,461,918   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 46,271,917   

(D) 前期繰越損益金 178,803,904   

(E) 追加信託差損益金 54,999,452   

 (配当等相当額) (   52,101,907)  

 (売買損益相当額) (    2,897,545)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 280,075,273   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 280,075,273   

 追加信託差損益金 54,999,452   

 (配当等相当額) (   52,103,154)  

 (売買損益相当額) (    2,896,298)  

 分配準備積立金 263,708,654   

 繰越損益金 △ 38,632,833   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（3,351,875円）、

費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（52,103,154円）および分配準備積立金（260,356,779

円）より分配対象収益は315,811,808円（10,000口当たり22,551

円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 

＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配
金）、残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2023年９月11日現在) 

＜シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド＞ 
 下記は、シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド全体(90,512千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

医薬品（9.1％）    

日本新薬 1.4 1.6 10,342 

中外製薬 2.9 2.8 12,535 

参天製薬 － 7 9,821 

ＪＣＲファーマ 3 3.7 4,591 

ゴム製品（1.6％）    

ブリヂストン － 1.2 6,772 

機械（12.9％）    

ＳＭＣ 0.2 0.2 13,700 

ハーモニック・ドライブ・システムズ 1.5 2.1 7,675 

ダイキン工業 0.7 0.6 14,931 

フクシマガリレイ 1.8 － － 

グローリー 2.5 3.1 9,631 

マキタ 1.9 1.8 6,899 

電気機器（11.2％）    

ニデック 1.2 1.2 8,808 

ソニーグループ 1.6 1.6 19,944 

キーエンス 0.3 0.3 17,247 

輸送用機器（6.4％）    

豊田自動織機 1.2 1.2 12,672 

いすゞ自動車 6.3 － － 

スズキ 2.2 2.3 13,524 

精密機器（7.3％）    

ナカニシ 2.9 2.7 10,003 

ＨＯＹＡ 0.7 0.7 11,256 

朝日インテック 3 2.9 8,720 

その他製品（8.6％）    

フルヤ金属 － 0.5 4,635 

バンダイナムコホールディングス 1.2 3.6 11,700 

タカラスタンダード － 4.4 8,140 

オカムラ 6.3 4.9 11,069 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

情報・通信業（14.2％）    

ＮＥＣネッツエスアイ 4.2 3.9 7,800 

三菱総合研究所 1.5 － － 

ビジョナル － 0.7 5,117 

野村総合研究所 2.8 3.3 13,708 

大塚商会 2.1 2 12,878 

東宝 1.8 1.9 10,769 

ソフトバンクグループ 1.1 1.2 7,933 

卸売業（2.7％）    

シップヘルスケアホールディングス 5.1 4.6 10,941 

トラスコ中山 3.3 － － 

小売業（4.9％）    

パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 3.8 3.8 11,586 

ニトリホールディングス 0.5 0.5 8,682 

銀行業（2.8％）    

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 9 9 11,376 

保険業（3.5％）    

東京海上ホールディングス 4.4 4.2 14,359 

その他金融業（5.0％）    

オリックス 4.4 4.6 13,050 

イー・ギャランティ 3.4 4 7,668 

不動産業（1.3％）    

パーク２４ 2.6 2.7 5,476 

サービス業（8.5％）    

エムスリー 2 2.1 5,825 

プレステージ・インターナショナル 12.4 11.6 7,157 

サイバーエージェント 5.4 － － 

ジャパンマテリアル 4.4 4.7 11,660 

リクルートホールディングス 1.7 2 10,300 

合 計 
株 数 ・ 金 額 118 117 410,909 

銘柄数＜比率＞ 40 40 ＜97.0％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 評価額欄の< >内は、このファンドが組入れている親投資信託

の純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。   

国内株式 
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